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COVID-19 の治療中または後遺症として続発性気胸が数％に発症することがわかってきています。

ドレナージや外科的治療の際には呼吸器外科医が担当することになりますので、適宜情報を提供

していきたいと思っています。手術適応や時期については通常の適応に加えて、感染の有無、発

症からの期間などを考慮して決定する必要があります。感染期にある患者の手術には、適応をよく

考えてFull-PPEでの対応に加え、デルタ株感染蔓延期においては圧手術室で行うことも検討する

必要があろうかと思います。感染者の胸腔ドレナージにおいては、ドレナージ回路にウイルス除去

フィルターの接続が有用との報告もあります。 
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